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ア
ス
レ
チ
ッ
ク

省
エ
ネ
が
さ
け
ば
れ
て
い
る
今
日
、

項
末
小
学
校
で
は
、
古
電
柱
、
古
タ
イ

ヤ
を
利
用
し
て
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
を
製
作

し
て
い
ま
す
。

こ
れ
を
、
企
画
製
作
し
て
い
る
の
は

当
校
用
務
員
の
井
塚
清
美
さ
ん
　
（
3
8

歳
）
。井
塚
さ
ん
は
、
母
校
に
勤
務
し
た
の

を
き
っ
か
け
に
ク
何
か
子
供
た
ち
に
喜

こ
ん
で
も
ら
え
る
も
の
を
″
と
考
え
、

保
護
者
の
か
た
の
廃
材
の
提
供
を
受
け

ま
し
た
。
そ
し
て
、
今
ま
で
取
得
し
た

技
術
を
生
か
し
て
、
図
面
を
ひ
き
、
廃

材
を
上
手
に
組
み
合
せ
て
の
、
キ
リ
ン

ピ
ラ
ミ
ッ
ド
、
ド
レ
ミ
階
段
、
ロ
ー
プ

ウ
エ
イ
（
進
行
中
）
、
遊
動
丸
太
渡
り

（
仮
称
・
写
真
Ｕ
な
ど
は
、
玄
人
顔
ま

け
の
作
品
ば
か
り
。

み
な
さ
人
も
廃
材
を
利
用
し
て
、
ア

イ
デ
ア
を
生
か
し
た
ら
、
い
が
い
な
作

品
が
で
き
る
か
も
…
…
。

ま
た
、
頃
末
小
学
校
で
は
、
生
徒
た

ち
に
〝
よ
い
環
境
、
情
緒
教
育
″
を
考

え
、
何
十
種
も
の
植
物
、
動
物
を
育

て
、
生
き
た
教
材
の
学
習
を
続
け
て
い

ま
す
。

（
写
真
）
オ
フ
シ
ー
ズ
ン
で
体
力
を
き

た
え
る
頃
禾
水
泳
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

員
た
ち

河　川　の　美　化　は　町　の　か　が　み
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断
然
事
故
の
多
い
水
巻
町

まずゆとり、車間距離に
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春
の
交
通
安
全
運
動

4

月

6

日

～

4

月

1

．

5

日

水
巻
町
内
で
、
昨
年
五
十
四
年
中
に
百
四
十
二
件
の
交
通
事
故

が
発
生
し
、
死
者
二
名
、
負
傷
者
百
八
十
四
名
も
の
多
く
の
犠
牲

者
を
出
し
て
い
ま
す
。

こ
の
数
字
は
、
前
年
と
比
較
し
て
死
者
は
一
人
減
っ
た
も
の
の

発
生
件
数
負
傷
者
と
も
に
大
幅
な
増
加
と
な
っ
て
い
ま
す
。

先
月
末
、
遠
賀
町
で
、
十
八
歳
の
か
た
の
運
転
す
る
軽
自
動
車

が
わ
き
見
運
転
で
セ
ン
タ
ー
ラ
イ
ン
を
越
え
て
、
対
向
し
て
き
た

ダ
ン
プ
カ
ー
に
正
面
衝
突
し
、
二
名
が
即
死
し
て
い
ま
す
。

今
か
ら
は
、
春
の
陽
気
に
誘
わ
れ
て
わ
き
見
運
転
も
多
く
な
り

ま
す
。
そ
れ
に
、
新
入
学
児
の
と
び
出
し
な
ど
で
、
例
年
交
通
事

故
が
多
発
す
る
時
期
－

運
転
を
さ
れ
る
み
な
さ
ん
／

ハ
ン
ド
ル
を
も
つ
手
に
、
も
う
一
度
安
全
確
認
を
し
、
最
善
の

注
意
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

下
記
表
の
と
お
り
、
当
町
は
他
町
と

比
較
し
て
、
全
て
が
断
然
ト
ッ
プ
で
前

年
と
比
較
し
て
も
急
増
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
は
、
い
ろ
ん
な
要
因
が
考
え

ら
れ
ま
す
が
、
や
は
り
、
も
う
少
し
注

意
さ
え
し
て
い
れ
ば
こ
ん
な
に
事
故
が

発
生
し
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
も
の
ば

か
り
。ま
た
、
他
の
資
料
の
分
析
に
よ
り
ま

す
と
、
交
通
社
会
の
中
で
も
、
子
供
、

老
人
な
ど
、
弱
い
立
場
に
あ
ｌ
る
者
が
犠

牲
者
と
な
っ
て
い
ま
す
。

特
に
子
供
の
場
合
、
自
宅
か
ら
半
径

5
0
メ
ー
ト
ル
以
内
で
ひ
ん
発
に
お
こ

り
、
小
学
生
は
、
下
校
時
か
ら
1
時
間

～
2
時
間
の
間
に
多
発
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
曜
日
別
で
は
、
土
・
日
曜
日
に

集
中
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
気

持
の
上
で
安
堵
感
（
解
放
感
）
が
あ
る

時
に
、
事
故
に
結
び
つ
い
て
い
る
よ
う

で
す
。子
供
は
ひ
と
つ
の
こ
と
に
夢
中
に
な

り
ま
す
と
、
ま
わ
り
の
も
の
が
目
に
入

ら
な
く
な
り
ま
す
、
お
母
さ
ん
や
運
転

者
は
、
こ
の
こ
と
を
十
分
に
わ
き
ま
え

て
お
い
て
下
さ
い
。

自　転車

の

交通ルール

を

守ろ　う

郡内事故発生状況

蒜 ＼ 望 水巻 岡垣 遠 賀 芦屋 合計

全　 事　 故 137 100 9 2 80 4 0 9
（前年比較） （＋亜） （＋3） （＋12） （＋20） （＋83）

歩　 行　 者 36 18 5 2 3 82

自＿＿一転　 皐 21 8 1 1 1 1 51

居
住
地
別

第1 当事者 96 62 4 9 4 9 2 56

第2当事者 112 6 2 4 9 7 1 2 94

自
転
車
に
乗
っ
て
い
て
、
思
わ
ず
ヒ

ヤ
ッ
と
し
た
経
験
は
、
ど
な
た
に
も
一

度
や
二
度
は
必
ず
あ
る
は
ず
で
す
。

自
転
車
に
も
、
交
通
ル
ー
ル
は
あ
り

ま
す
、
必
ず
右
、
左
、
停
止
の
合
図
を

正
確
に
守
り
ま
し
ょ
う
。

〝
昼
間
で
も
光
る
ラ
イ
ト
が

身
を
守
る
〟

ー
・
ラ
イ
ト
は
下
向
き
に

交
通
安
全
推
進
協
議
会
で
重
点
目
棟

舶用Ⅲ1

水
巻
町
交
通
安
全
推
進
協
議
会
で
は

1
日
に
折
尾
警
察
署
交
通
課
長
を
交
え

て
討
議
し
た
結
果
、
重
点
項
目
を
二
つ

に
し
ぼ
り
運
動
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
①
歩
行
者
、
特
に
新
入
学
児
を
中
心
と

し
た
子
供
の
交
通
安
全

㊥
青
少
年
の
暴
走
運
転
の
絶
滅

二
輪
車
の
昼
間
の
点
燈
運
動
は
、

分
徹
底
し
て
き
ま
し
た
が
、
ま
だ
、

燈
さ
れ
て
な
い
か
た
も
、
多
く
見
う
け

ら
れ
ま
す
。

自
分
の
身
を
守
る
こ
と
で
す
。
あ
な

た
も
点
燈
運
動
に
参
加
し
ま
し
ょ
う
。

昼
間
点
燈
の
効
果
　
　
　
　
－

。
左
折
車
軒
の
ミ
ラ
ー
に
二
輪
車
の
ラ

イ
ト
が
は
っ
き
り
映
り
、
左
折
時
の

巻
き
込
み
を
防
ぐ

。
対
向
ま
た
は
交
差
道
路
に
あ
る
二
輪

の
ラ
イ
ト
が
光
り
、
出
合
頭
の
事
故

が
防
げ
る

。
カ
ナ
ダ
、
ア
メ
リ
カ
で
は
点
燈
運
動

に
よ
り
3
0
％
以
上
減
少
し
た

火
の
取
扱
い
に
は

十
分
注
意
を

原
野
火
災
が
多
発
し
て
い
ま
す
、
火

の
取
扱
い
に
は
、
十
分
気
を
つ
け
ら
れ

ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

火
災
現
場
の
問
合
せ
は
、
魯
0
9
3

・
2
9
3
，
3
9
2
1
～
3
9
2
5

幸広げよう　差別がない　友情の輪を　　水中2年　中島

、

　

－

7

毎

払

ら
・
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国
民
年
金

有
利
で
便
利
な
前
納
制
度
を

．
声
ぶ

も
う
、
一
生
涯
年
金
が
も
ら
え
ま
せ
ん
　
金
が
も
ら
え
る
の
は
、
明
治
4
4
年
4
月

7
0
歳
以
上
の
無
拠
出
の
老
齢
福
祉
年
　
1
日
以
前
に
生
ま
れ
た
人
た
ち
で
す
。

戦
没
者
特
別
弔
慰
金
の
一
部
改
正

四
月
か
ら
保
険
料
額
も
三
千
三
百
円

か
ら
三
千
七
百
七
十
円
に
か
わ
り
、
新

し
い
年
度
が
始
ま
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
こ
の
新
し
い
年
度
の
始
ま

り
に
、
一
年
前
納
を
考
え
て
み
て
く
だ

さ
い
。前
納
を
す
れ
ば

①
納
め
忘
れ
が
防

げ
ま
す
ー
っ
い

う
っ
か
り
の
納

め
忘
れ
が
な
く

な
り
、
万
一
の

事
故
の
と
き
、

母
子
年
金
、
障

害
年
金
な
ど
を

受
け
る
権
利
が

守
ら
れ
、
老
後

の
年
金
も
安
心

で
す
。

④
手
間
が
省
か
れ
4月に1年前納した場合

区　　　 分
前納しないときの

1年分の保険料額
1年前納額 割引額

定 額 保 険料 45，240円 44，150円 1，090円

付加保険料に
加入の場合
（定額＋付加）

50，040円 48，830円 1，210円

ま
す
～
年
に
何
回
も
分
け
て
納
め
る
手

間
が
か
か
り
ま
せ
ん
。

③
割
り
引
き
が
あ
り
ま
す
～
年
5
分
5

厘
の
複
利
計
算
で
割
引
が
あ
り
ま
す

の
で
、
大
変
有
利
で
す
。

最
後
の
チ
ャ
ン
ス
で
す

ー
特
例
納
付
－

納
付
対
象
期
間

昭
和
3
6
年
4
月
か
ら
の
強
制
加
入
の

期
間

◎
特
例
納
付
保
険
料

1

か

月

…

4

0

0

0

円

◎
納
付
期
限
…
今
年
の
6
月
3
0
日

生
活
が
苦
し
く
て
特
例
納
付
が
困
難

な
人
に
は
、
世
帯
更
正
資
金
の
貸
付
制

度
が
あ
り
ま
す
、
詳
し
く
は
市
町
村
役

場
の
国
民
年
金
係
ま
た
は
、
社
会
福
祉

協
議
会
の
窓
口
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い

こ
の
最
後
の
チ
ャ
ン
ス
を
逃
が
す
と

昨
年
の
5
月
0
0
日
に
戦
没
者
等
の
遺

族
に
対
す
る
特
別
弔
慰
金
支
給
法
の
一

部
が
改
正
さ
れ
、
下
記
の
条
件
に
該

当
き
れ
る
方
に
、
第
3
回
特
別
弔
慰
金

（
1
2
万
円
、
6
年
償
還
）
が
支
給
さ
れ

ま
す
。

◎
支
給
条
件

①
昭
和
5
0
年
4
月
1
日
以
後
5
4
年
3
月

3
1
日
ま
で
に
公
務
扶
助
料
、
遺
族
年

金
等
の
受
給
権
者
が
失
権
し
、
5
4
年

4
月
1
日
に
お
い
て
、
受
給
権
者
が

だ
れ
も
い
な
い
戦
没
者
の
遺
族

㊥
昭
和
5
4
年
4
月
1
日
に
お
い
て
、
文

官
扶
助
料
の
受
給
権
者
が
、
だ
れ
も

い
な
い
旧
陸
軍
部
内
の
判
任
文
官
の

遺
族

㊥
昭
和
5
0
年
4
月
2
日
以
後
5
4
年
4
月

1
日
ま
で
に
、
遺
族
援
護
法
に
よ
る

弔
慰
金
の
受
給
権
を
取
得
、
も
し
く

は
取
得
し
た
と
み
な
さ
れ
た
遺
族

で
、
5
4
年
4
月
1
日
に
お
い
て
公
務

扶
助
料
、
遺
族
年
金
等
の
受
給
権
者

が
、
だ
れ
も
い
な
い
戦
没
者
の
遺
族

◎
遺
族
の
範
囲

遺
族
援
護
法
に
よ
る
弔
感
金
の
受
給

権
者
及
び
戦
没
者
の
死
亡
当
時
の
三

親
等
内
の
遺
族

な
お
、
く
わ
し
い
こ
と
は
県
援
護
課

ま
で

合
成
洗
剤
を

追
放
し
ま
し
ょ
う

滋
賀
県
に
始
ま
っ
た
〝
合
成
洗
剤
追

放
″
運
動
は
、
今
や
そ
の
恐
ろ
し
さ
が

認
識
さ
れ
、
全
国
の
自
治
体
に
そ
の
運

動
の
輪
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
環
境
庁
も
〝
リ
ン
を
含
む

合
成
洗
剤
″
　
の
追
放
を
決
定
し
ま
し
た

合
成
洗
剤
は
、
①
内
臓
・
皮
膚
障
害

㊥
精
子
が
死
ぬ
⑧
赤
潮
の
原
因
な
ど
の

悪
影
響
を
及
ぼ
す
と
い
わ
れ
て
い
ま
す

洗
剤
に
か
わ
る
〝
石
け
ん
″
を
使
用

し
、
身
体
へ
の
危
険
を
と
り
の
ぞ
き
、

川
を
美
し
く
、
安
心
で
き
る
社
会
環
境

を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

第
一
回
郡
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

☆
☆
木
曜
ク
ラ
ブ

「
休
日
急
病
セ
ン
タ
ー
」
ス
タ
ー
ト

～
日
曜
在
宅
医
は
廃
止
～

る
よ
う
、
同
セ
ン
タ
ー
の
円
滑
な
運

営
に
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
原
い
し
ま

す
。

先
日
も
各
家
庭
に
チ
ラ
シ
で
お
知
ら

せ
し
ま
し
た
と
お
り
四
月
六
日
か
ら
、

下
二
医
師
会
横
に
遠
賀
・
中
間
地
域
広

域
行
政
事
務
組
合
「
休
日
急
病
セ
ン
タ

ー
」
が
ス
タ
ー
ト
い
た
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
い
ま
ま
で
の
日
曜
在

宅
医
制
度
は
廃
止
さ
れ
、
今
後
は
医
師

会
の
協
力
で
次
の
よ
う
に
「
休
日
急
病

セ
ン
タ
ー
」
は
運
営
さ
れ
ま
す
。

◎
診
療
科
目
　
内
科
・
外
科

◎
診
療
日
　
日
曜
日
、
祝
日

盆
（
8
月
1
4
日
～
1
5
日
）
、
年
末

年
始
〔
1
2
月
3
1
日
～
1
月
3
日
）

◎
診
療
時
間
　
午
前
9
時
～
午
後
5
時

◎
持
参
品
　
保
険
証
、
老
人
医
療
証

な
ど

な
お
、
同
セ
ン
タ
ー
は
、
総
ｌ
事
業
費

一
億
五
千
三
百
．
二
十
万
円
、
そ
の
財
源

内
訳
は
負
担
金
五
百
八
十
六
万
円
、
国

庫
補
助
金
五
百
五
万
円
、
県
費
補
助
金

五
千
六
百
十
九
万
円
、
及
び
起
債
八
千

六
百
十
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
後
、
同
セ
ン
タ
ー
が
他
診
療
科
目

の
創
設
、
夜
間
診
療
が
早
く
実
現
で
き

（
水
巻
女
子
）
初
優
勝
☆
☆

昨
年
十
月
に
発
足
し
た
郡
バ
レ
ー
ボ

ー
ル
連
盟
主
催
の
第
一
回
大
会
が
三
月

二
十
三
日
、
九
時
か
ら
芦
屋
申
、
芦
屋

小
の
両
備
育
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

試
合
は
各
町
代
表
の
男
子
八
チ
ー
ム

女
子
十
四
チ
ー
ム
で
好
試
合
が
展
開
さ

れ
、
水
巻
ク
ラ
ブ
（
男
子
）
は
惜
し
く

も
決
勝
戦
で
1
3
教
団
（
自
衛
隊
）
に
惜

敗
し
ま
し
た
が
、
木
曜
ク
ラ
ブ
（
女
子

）
は
、
優
勝
候
補
の
芦
屋
ク
ラ
ブ
を
大

接
戦
の
末
敗
り
、
初
優
勝
を
飾
り
ま
し

た
。な
お
、
女
子
十
四
チ
ー
ム
の
内
、
六

チ
ー
ム
が
水
巻
で
占
め
ら
れ
、
運
動
の

は
ば
の
広
さ
を
示
す
と
と
も
に
、
今
後

の
明
る
い
材
料
と
な
り
ま
し
た
。

～
窓
口
学
習
～

戸
籍
届
書
の
届
出
人
の

署
名
は
自
筆
で

戸
籍
の
届
出
の
際
、
届
出
人
、

証
人
欄
は
、
正
確
を
期
す
る
た

め
、
そ
れ
ぞ
れ
が
署
名
、
押
印
す

る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

も
し
、
届
出
人
、
証
人
な
ど
の

署
名
が
同
一
筆
跡
で
あ
っ
た
り
、

印
が
全
て
同
じ
時
は
受
理
さ
れ
な

い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
出
生
、
婚
姻
、
離
婚
な

ど
の
届
出
は
、
必
ず
本
人
が
署

名
、
押
印
し
て
提
出
し
て
下
さ

い
。

た
ば
こ
は
町
内
で

買
いま
し
ょ
う

友だちは　わたしのだいじな　たから物　　机小5年　樋口真由美人権標語
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三
歳
児
一
斉
検
診

▼
対
象
児
　
3
歳
～
4
歳
の
幼
児

▼
日
　
時
　
4
月
2
5
日
（
金
）

受
付
　
1
3
時
～
1
4
時

診
察
　
1
4
時
～
1
5
時
3
0
分

▼
内
　
容
　
身
長
、
体
重
の
計
測
、
内

科
、
外
科
、
耳
鼻
科
診
察

診
察
終
了
後
育
児
相
談
及
び
育
児

指
導

▼
ご
注
意

4
月
1
1
日
～
2
2
日
ま
で
予
診
を
と
り

ま
す
の
で
母
子
手
帳
を
持
参
の
上
、

役
場
衛
生
係
ま
で
。
な
お
、
予
診
の

な
い
も
の
は
当
日
受
付
け
ま
せ
ん
。

改
良
住
宅

店
舗
入
店
者
募
集

町
で
は
、
高
松
団
地
及
び
吉
田
団
地

内
（
各
一
店
舗
）
の
空
屋
店
舗
入
店
希

望
者
の
募
集
を
次
の
と
お
り
行
い
ま

す
。希
望
者
は
、
早
め
に
申
込
み
下
き
い

▼
申
込
用
紙
交
付
及
び
受
付
期
間

4

月

1

4

日

～

4

月

2

2

日

▼
申
込
用
紙
交
付
及
び
申
込
先

役
場
住
宅
管
理
係

▼
業
　
種
　
今
あ
る
業
種
と
競
合
し
な

い
業
種

く
わ
し
い
こ
と
は
住
宅
管
理
係
ま
で

身
障
者
巡
回
相
談

及
び
結
婚
相
談

該
当
者
は
、
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
相
談

下
さ
い
。
こ
ら
れ
る
際
に
は
身
障
者
手

帳
・
印
鑑
を
持
参
の
こ
と

㊥
一
搬
身
障
者

。
日
時
　
5
月
2
8
日
　
1
0
時
～
1
5
時

。
場
所
　
岡
垣
町
東
部
公
民
館
（
海
老

津
）

㊥
身
障
者
児
童
及
び
戦
傷
病
者

戦
傷
病
者
補
装
具
支
給
の
相
談
も
行

い
ま
す
。

。

目

時

　

4

月

3

0

日

　

1

0

時

1

1

5

時

。
場
所
　
中
闇
市
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
ダ
イ
エ
ー
横
）

住
宅
金
融
公
庫
受
付

▼
対
象
者

本
人
が
新
築
を
希
望
す
る
も
の
で
、

土
地
の
準
備
が
で
き
て
い
る
者
。

▼
受
付
期
間

4
月
下
旬
か
ら
約
1
か
月

▼
融
資
限
度
額
　
4
1
0
万
円

▼
利
　
率
　
　
　
年
利
　
5
％

く
わ
し
い
こ
と
は
、
住
宅
金
融
公
庫

福

岡

支

所

（

雷

0

9

2

・

7

1

2

・

5

5

5

5

）

ま

で

石
炭
六
法
延
長

総

決

起

大

会

私
た
ち
の
生
活
に
直
接
関
係
の
あ
る

石
炭
関
係
六
法
律
が
5
7
年
7
月
ま
で
に

全
部
期
限
切
れ
と
な
り
ま
す
。

今
で
さ
え
、
鉱
家
、
ポ
タ
山
、
失
業

住
宅
な
ど
大
き
な
問
題
を
か
か
え
、
財

源
不
足
に
悩
ん
で
い
る
当
町
に
と
っ
て

も
、
こ
の
法
律
の
延
長
い
か
に
よ
っ
て

町
政
を
大
き
く
左
右
し
ま
す
。

そ
こ
で
、
関
係
住
民
が
集
り
法
延
長

の
運
動
を
行
い
ま
す
。
町
民
の
み
な
さ

ん
も
、
こ
の
主
旨
を
理
解
し
て
い
た
だ

き
、
多
数
参
加
き
れ
ま
す
よ
う
お
暗
い

し
ま
す
。

▼
日
時
　
4
月
1
2
日
　
1
3
時
3
0
分

▼
場
所
　
中
闇
市
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー

畜
犬
登
録
並
び
に

狂
犬
病
予
防
注
射

町
で
は
、
畜
犬
の
登
録
並
び
に
狂

大
病
予
防
注
射
を
次
の
と
お
り
行
い

ま
す
の
で
、
最
寄
り
の
場
所
で
も
れ

な
く
受
け
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す

▼
日
時
・
場
所

。
4
月
1
4
日
　
午
前
古
賀
区
社
宅

管
理
事
務
所
午
後
机
公
民
館

。
4
月
1
5
日
　
午
前
樋
口
公
民
館

午
後
猪
熊
町
住
公

民
館

。
4
月
1
6
日
　
午
前
下
二
町
住
公

民
館

午
後
二
公
民
館

。
4
月
1
7
日
午
前
吉
田
三
公
民
館

午
後
富
田
二
公
民
館

。
4
月
1
8
日
午
後
町
民
会
館

。
5
月
2
日
（
前
記
日
程
に
も
れ
た

犬
）
　
　
　
午
後
町
民
会
館

午
前
は
1
0
時
～
1
1
時
3
0
分
ま
で

午
後
は
1
3
時
～
1
4
時
3
0
分
ま
で

▼
料
金
登
録
料
2
千
円
、
注
射
代
千
円

フ
ィ
リ
ピ
ン
・
台
湾
・
沖
縄

海
域
洋
上
慰
霊
祭

先
記
地
域
で
は
、
い
ま
だ
多
く
の
肉

親
の
英
霊
が
眠
っ
て
い
ま
す
。

つ
き
ま
し
て
は
、
遺
族
会
で
は
左
記

の
と
お
り
洋
上
慰
霊
祭
を
行
い
ま
す
の

で
希
望
者
は
申
込
み
下
さ
い
。

▼
期
日
　
1
0
月
9
日
～
1
0
月
2
2
日

▼
費
用
　
1
3
万
円
の
予
定

▼
申
込
み
　
5
月
3
1
日
ま
で
渡
辺
　
守

（
八
女
郡
広
川
町
日
吉
奮
0
9
4
4

3
・
2
・
0
0
6
2
）

1
日
1
円
の
交
通
共
済

優
良
加
入
団
体
表
彰

こ
の
度
、
北
九
州
市
民
共
済
生
活
協

同
組
合
か
ら
、
昭
和
封
年
度
の
交
通
共

済
の
加
入
推
進
に
努
力
し
た
吉
田
ノ
一

子
供
会
、
猪
熊
町
任
の
両
団
体
に
対
し

て
感
謝
状
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

な
お
、
加
入
希
望
者
は
随
時
受
付
け

て
い
ま
す
の
で
、
役
場
住
民
係
ま
で

空
手
同
好
会
会
員
募
集

初
心
者
の
か
た
歓
迎

▼
練
習
日
　
毎
週
月
・
土
曜
日

1

8

時

～

1

9

時

3

0

分

▼
会
　
場
　
水
巻
中
学
校
体
育
館

申
込
み
は
直
接
練
習
日
に
会
場
へ

ペ
ン
習
字
同
好
会

会
員
書
評
集

－
　
5
月
2
日
よ
り
左
記
の
予
定
で
ペ
ン

一
習
字
同
好
会
を
発
足
し
ま
す
の
で
、
希

一
望
者
は
連
絡
を

一
▼
練
習
日
時
　
毎
週
金
曜
日
一

午
後
2
時
～
4
時

ロ
発
行
人
　
水
巻
町
長
　
伊
　
藤
　
衛
　
門

集
　
　
水
巻
町
企
画
財
政
課
（
電

□
印
　
刷

▼
場
　
所
　
　
町
民
会
館

▼
連
絡
先
　
　
石
田
清
子
（
雷
3
8
1

・

3

1

5

3

）

ま

で

国
勢
調
査
標
語

懸

賞

募

集

き
た
る
1
0
月
1
日
に
は
、
全
国
い
っ

せ
い
に
国
勢
調
査
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

今
回
の
調
査
は
、
大
正
9
年
の
第
1

回
調
査
か
ら
数
え
て
1
3
回
日
に
当
た
り

ま
す
。
こ
の
調
査
は
、
統
計
法
に
基
づ

い
て
行
わ
れ
る
国
の
最
も
大
規
模
な
、

か
つ
基
本
的
な
統
計
調
査
で
、
日
本
国

内
の
全
人
口
1
億
1
、
7
0
0
万
人
、

3
、
7
0
0
万
世
帯
が
調
査
対
象
に
な

り
ま
す
。

こ
の
調
査
結
果
は
、
国
の
政
治
の
大

き
な
柱
と
な
り
ま
す
。
つ
き
ま
し
て
は

国
民
の
認
識
を
高
め
、
調
査
の
円
滑
な

実
施
を
図
る
た
め
、
国
勢
調
査
の
意
義

目
的
を
簡
明
に
表
わ
す
標
語
を
次
の
と

お
り
募
集
し
ま
す
。

▼
応
募
方
法
　
官
製
は
が
き
1
枚
に
つ

き
、
ｌ
点
の
作
品
で
何
枚
で
も
制
限

な
し
。
必
ず
、
は
が
き
に
任
所
及
び

氏
名
を
明
記
し
、
学
生
の
場
合
は
所

属
校
名
、
所
在
地
及
び
学
年
を
付
記

す
る

▼
応
募
先
　
東
京
都
新
宿
区
若
松
町
9
5

番
地
、
総
現
府
統
計
局
、

調
査
部
　
国
勢
統
計
課

▼
締
切
り
　
5
月
1
0
日
ま
で

▼
発
　
表
　
6
月
1
0
日
付
け
で
入
選
者

に
通
知

▼
賞
　
金
　
入
選
…
3
万
円

副
賞
…
図
書
券
（
3
千
円
）

前
回
の
入
選
作
品

。
5
年
ご
と
国
と
郷
土
を
み
な
お
す
目

。
ぼ
く
も
わ
た
し
も
日
本
の
1
人

冷

牟

田

印

刷

合

資

会

社

あ　なた　の役場です　　　電話　（201）4321番


